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日

本

古

代

琴

資

料

集

成

(昭
和
五
四
年
度
)

菅
水

野

正

好

最
近
、
考
古
学
の
世
界
は
お
び
た
だ

し
い
件
数
の
発
掘
調
査
、
す
ぐ
れ
た
調
査

技
法
に
さ
さ
え
ら
れ
て
重
要
な
成
果
を
世
に
送
り
、
各
分
野
で
急
激
に
学
の
深
ま

り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
顕
著
な

一
分
野
に
、
日
本
古
代
音
楽
史

・
楽
器
史

へ
の
語
り
か
け
が
あ
る
。
従
来
、
こ
う

し
た
分
野
で
は
日
本

・
東
洋
音
楽
史
の
研

究
者
か
ら
の
発
言
が
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
古
事
記

・
日
本
書
紀

・
風
土
記
な
ど

か
ら
在
り
方
が
説
か
れ
、
正
倉
院
や
社
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
諸
楽
器
や
人
物
埴
輪
像

に
と
も
な
う
諸
楽
器
を
通
じ
て
そ
の
実
際
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
数
年
の
間
に
、
発
掘
調
査
に
伴

っ
て
発
見
さ
れ
る
楽
器
の
諸
資
料

の
目
を
瞠

る

ば
か
り
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、
そ
の
発
生
や
展
開
、
用
法
や
系
譜
と
い
っ
た
各

方
面
に
つ
い
て
考
古
学
の
世
界
か
ら
も
種

々
の
見
解
の
提
示
が
可
能
と
な
る
に
至

っ
た
。
こ
う
し
た
現
況
の
中
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
音
楽
史
学
と
考
古
学
が
緊

密
な
連
繋
を
と
り
、
よ
り
注
意
深
く
資
料
を
生
か
し
だ
解
釈
の
確
立
を
は
か
り
、

広
範
な
諸
問
題
を
凝
視
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
考
古
学
の

世
界
に
今
日
ま
で
顕
現
し
て
い
る
資
料

を
集
成
し
、
広
く
提
示
す
る
作
業
か
ら
着

手
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず

「
琴
」
の
諸
資
料
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、

邦
楽
社
の
依
頼
を
う
け
て
、
昭
和
五
三
年
十

一
月
末
ま
で
に
知
見
に
上

っ
て
い
た

資
料

に
つ
い
て
は

「
琴
歌
譜
以
前
の
コ
ト
」
と
題
し
て

『
季
刊
邦
楽
』
第

一
八
号

(昭
和
五
四
年
三
月
刊
)

に
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
調
査
報
告
書
の
刊
行
に

よ
り
数
値
に
変
化
を
生
じ
た
資
料
や
詳
細
の
判
明
し
た
資
料
も
あ
り
、
ま
た
新
し

く
発
見
さ
れ
た
資
料
も
存
在
す
る
の
で
、
昭
和
五
四
年
九
月
末
日
ま
で
の
全
資
料

を
総
括
集
成
す
る
こ
と
と
す
る
。

資

料

集

成

発
掘
さ
れ
だ
日
本
古
代
琴
を
通
観
す
れ
ば
、
大
き
く
は
、

「板
作
り
の
琴
」
と

「
槽
作
り
の
琴
」
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
1

「板
作
り
の
琴
」
は
、

一
枚
の
板
材
の
み
で
成
り
た
つ
極
め
て
簡
易
な
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
後
者

ー

「
槽
作
り
の
琴
」
は
、
琴
面
は

一
枚
の
板
材
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
共
鳴
槽
を
組

み
合
せ
る
複
雑
な
構
造
琴
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、

さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
細
分
を
通
じ
て
琴
の
変
遷
を
た

ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
、

「
板
作
り
の
琴
」
と

「槽
作
り
の
琴
」
に
分

け
資
料
を
提
示
し
た
い
。

板
作
り
の
琴

・
第

一
群
第

棚
種

全
体
が
小
づ
く
り
で
比
較
的
幅
狭
く
長
さ
も

短
い
細
身
の
形
を
も
ち
、
琴
板
の
表
裏
と
も
平
滑
な
作
り
の
琴
で
あ
る
。

註
(1
)

静
岡
県
静
岡
市
登
呂
遣
跡
発
見
琴
が
該
当
す
る
(図
1
)
。
長
さ
四
二
弛
ン
、
琴
尾

の
幅

一
〇
弛
ン
、
琴
頭
の
幅
三

・
八
弛
ン、
厚
み

一
・
一
弛
ン。
琴
身
の
幅
と
長
さ
が

一

*考 古学研究室(1979年9月30日 受理)
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対
四
の
比
率
を
示
す
小
形
の
琴
で
あ
る
。

一
見
、
琴
尾
の
隅
か
ら
琴
頭
に
か
け
て

斜
め
に
削
り
落
し
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
木
目
に
そ
い
が
ち
に
作
り
出
し
た

一
側

と
木
目
に
構
わ
ず
大
き
く
そ
い
だ

一
側
が
そ
う
し
た
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

琴
尾
は
側
縁
か
ら
作
り
出
し
た
両
端
の
突
起
の
間
に
四
突
起
を
容
れ
、
六
突
起
と

し
て
い
る
。
六
突
起
は
、

い
ま
両
端

か
ら

内
側
の
各

一
突
起
が
太
く

見
ら
れ
る

が
、
剥
離

・
乾
燥
の
影
響
で
あ
り
、
元
来
は
似
た
長
さ
、
幅
を
具
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
琴
頭
は
、
頭
端
か
ら
、

一
側

で
は
二

・
五
弛
ン、
他
端
で
は
三
弛
ン手
前
で

幅
を
狭
ば
め
、
明
確
に
琴
尾
を
作
り
出
す
。
音
穴
は
琴
板
上
に
な
く
、
頭
端
の
中

央
に
○

・
三
苑
ン幅
、
深
さ
○

・
一
弛
ン
の
凹
み
を
設
け
絃
を
集
め
る
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
。
琴
面
は
平
直
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
が

一
面
は
美
し
く
滑
ら
か
で
あ
り

表
を
想
わ
せ
、
他
面
は
粗
で
あ
り
不
整
、
裏
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
図

1
は
実
見
以
前
の
図
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。
材
は
杉
と
さ
れ
て
い
る
。

板
作
り
の
琴
の
中
で
は
最
も
簡
素
な
作
り
の
も
の
で
あ
る
。
昭
和

一
八
年
の
発
掘

調
査
で
発
見
さ
れ
、
は
じ
め
て
琴
1
や
ま
と
琴

の
存
在
が
説
か
れ
た
琴
で
あ
る
。

弥
生
時
代
後
期
の
遺
例
と
さ
れ
て
い
る
。

図1

 

板
作
り
の
琴

・
第

一
群
第
二
種

全
体
が
小
づ
く
り
で
比
較
的
幅
狭
く
長
さ
も

短
い
細
身
の
形
を
も
ち
琴
板
の
表
は
平
滑
で
あ
る
が
裏
面
に
稜
を
た
て
断
面
を
三

角

に
仕
上
げ
る
作
り
の
琴
で
あ
る
。

註
(2
)

滋
賀
県
高
島
郡
新
旭
町
森
浜
遺
跡
発
見
第

一
号
琴
が
該
当
す
る
(図
2
)
。
長
さ

五
四
弛.
ま
で
が
今
日
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
規
は
い
ま
少
し
長
い
も
の
で
あ
ろ

う
。
幅
も

一
側
を
欠
く
だ
め
明
瞭
で
な

い
が
現
存
部
を
測
る
と

一
〇

・
五
袖
ン
、
木

目
か
ら
見
て
琴
頭
に
狭
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
琴
尾
に
四
本
の
突
起
を

図2

 

の
こ
し
て
い
る
が
端
の

一
角
を
失

っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
ま
た
側
縁
の

失
わ
れ
だ
部
分
に

一
角
を
想
定
す
れ
ば
突
起
は
六
本
で
あ
っ
た
も
の

と
考

え

ら

れ
、
琴
尾
の
幅
は
ほ
ぼ

一
三
弛
ン程
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
突
起
の
太
さ
や

挟
り
も
登
呂
例
よ
り

一
段
と
整
正
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
上
、
弾
き
手
の
身
の
側
ほ

ど
突
起
の
大
き
さ
を
減
ず
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
琴
頭
を
欠
く
た
め
、
絃

孔
は
た
し
か
め
ら
れ
な
い
が
音
穴
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
琴
を
特
色

づ
け
る
の
は
、

一
枚
の
板
材
か
ら
成
る
も
の
の
、
琴
面
の
裏
側
を
断
面
三
角
形
に

瘤
足
を
作
り
出
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
琴
尾
で
は

一
・
五
独
ン
の
厚
み
を
も
つ
が
、

こ
の
瘤
足
の
部
分
で
は
四
惣

の
厚
み
が
あ
り
、
差
し
引
き
二

・
五
弛ン
の
出

と

な

り
、
そ
の
位
置
が
琴
尾
よ
り

一
八
惣
中
央
よ
り
に
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
瘤
状

の
形
か
ら
安
定
の
悪
さ
は
あ
る
も
の
の
、
弾
き
手
の
脚
と
琴
裏
の
間
に
空
間
が
得

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
音
響
に

一
つ
の
変
化
、
音
色
に
対
す
る
配
慮
を
与
え
て
い

る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

弾
き
手
の
左
側
に
尾
部
を

配
す
る
と

膝
と
の
関

連
も
あ
り
、
こ
の
瘤
状
の
隆
起
よ
り
も
右
側

(図
上
で
は
上
方
)
で
弾
く
の
で
あ

ろ
う
か
。
弾
き
手
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
弾
き
手
の
側
に
寄
る
程
、
突

起
が
短
く
な
る
こ
と
、
角
度
を
ひ
ろ
げ
る
と
い
っ
た
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
琴

面
の
裏
面
を
平
滑
に
す
る
第

一
種
に
比
べ
て
進
ん
だ
構
造
で
あ
り
、
第

一
群
第

一

種
の
系
譜
上
に
あ
り
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
属
す
る
。
昭

和
五
二
年
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
。

兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
葭
池
北
遺
跡
発
見
琴
(図
3
)
も
こ
の
種
に
属
す
る
。
ほ

ぼ
全
形
を
と
ど
め
る
。
全
長
五
四

・
三
弛ン
、

琴
尾
幅
は
現
存
九
弛。
、

復
原
す
れ

ば

一
〇

・
五
弛ン前
後
と
な
る
。
琴
尾
に
現
在
四
突
起
を
見
る
が
、
本
来
は
五
突
起

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
突
起
は

一
・
九
、
二

・
○
、
二

・
五
弛
ンと
順
次
長
く

つ

く
ら
れ
て
い
る
。
本
琴
は
琴
尾
が
最
も
広
く
、
次
第

に
幅
を
狭
ば
め
、
琴
頭
よ
り

一
〇
惣
程
の
と
こ
ろ
で
側
縁
を
大
き
く
削
り
、
幅
を
せ
ば
め
る
特
色
あ
る
形
を
と

っ
て
お
り
、
琴
頭
に
絃
孔
を
穿

っ
て
い
る
。
加
え
て
本
琴
は
、
琴
尾
を

一
弛
ン程
う

す
く
つ
く
り
、
全
体

の
四
分
の

一
ほ
ど

の
所
で
厚
み
を
三

・
七
弛
ン
に
膨
ら
ま
せ
、

再
び
琴
頭

へ
薄
く
削
り
上
げ
、
琴
頭
で
二
弛
.弱
に
仕
上
げ
て
お
り
、
先
述
の
滋
賀

県
新
旭
町
森
浜
遺
跡
第

一
号
琴
例
と
共
通
す
る

一
面
を
み
せ
て
い
る
、
琴
央
よ
り

琴
頭

へ
の
削
り
上
げ
に
あ
た

っ
て
、
中
央
に
稜
を
つ
く
り
断
面
三
角
形
に
つ
く
る

こ
と
も
本
琴
の
重
要
な
特
色
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
三
年
兵
庫
県
教
育
委

員
会
の
発
掘
調
査
に
際
し
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
村
上
紘
揚

・
渡
辺
昇
氏

の
好
意
で
拝
見
し
教
示
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
後
日
を
待
ち
た
い
。

図3

 

板
作
り

の
琴
第

一
群
第
三
種

全
体
が
小
づ
く
り
で
比
較
的
幅
狭
く
長
さ
も
短

い
細
身

の
形
を
も
ち
、
琴
板
の
表
裏
は
平
滑
で
あ
る
が
、
琴
尾
の
形
に
変
化
を
も

つ
琴

で
あ
る
。

註
(3
)

奈
良
県
天
理
市
布
留
遺
跡
発
見
琴
が
該
当
す
る
(図
4
)。
全
長
約
四
五
弛ン
、
琴

頭
幅
四

・
五
弛
ン
、
琴
央
六

・
五
弛ン
、
琴
尾
五

・
五
弛
ン。
享
身
の
幅
と
長
さ
が

一
・・

七
の
比
率
を
示
す
小
形
の
琴
で
あ
る
。
琴
板
は
、
長
方
形
の
輪
郭
の
両
側
縁
の
両

端
を
削
ぎ
明
確
に
琴
尾
、
琴
央
、
琴
頭
を
作
り
出
し
て
い
る
。
た
だ
琴
尾
を
左
に

配
し
た
と
き
、
手
許
に
く
る
琴
板
縁
の
削
ぎ
こ
み
は
は

っ
き
り
と
深
く
、
外
側
の

側
縁
は
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
琴
と
弾
き
手
と
の
関
係
で
形
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。
琴
尾

に
は
、
絃
を
う
け
る
六
本
の
突
起

(現
存
五
突
起
)
を
作
り
出

し
て
い
る
が
、
他

の
諸
琴
と
異
り
、
突
起
帯
全
体
も
あ
ら
か
じ
め
薄

く

削

っ
た

上
、
扶
り
を
い
れ
て
お
り
、
突
起
の
先
端
が
細
く
鋭
く
丁
重
に
整
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
琴
身
に
音
穴
は
見
ら
れ
な
い
が
、
琴
頭
か
ら

一
一
弛
ン程
中

央
よ
り
、
琴
幅
の
中
心
に
径
二
弛
ン弱
の
半
円
形
の

一
孔
が
あ
り
、
そ
の
弧
が
琴
頭

に
向
き
直
が
琴
尾
に
む
く
こ
と
か
ら
、
機
能
と
し
て
絃
を
束
ね
る
絃
孔
か
と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
、
琴
身
に
は
僅
か
に
琴
尾
も
琴
央
の
間
に
縦
方
向
の

ソ
リ
が
見
ら
れ
る
が
、
調
査
者
は
琴
央
の
絃
孔
か
ら
琴
糸
を
出
し
琴
尾
の
突
起
に

結
ん
だ
た
め
の
ソ
リ
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
琴
は
昭
和
五
三
年

一
〇
月
か
ら
五

四
年
二
月
に
わ
た
り
天
理
参
考
館
が
実
施
し
た
天
理
教
教
会
本
部
礼
拝
場
に
伴
う

発
掘
調
査
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
方

へ
流
れ
る
奈
良
時
代
か
ら

平
安
時
代

の
川
が
北
に
向
き
を
変
え
る
あ
た
り
の
川
底
か
ら
出
土
し
、
出
土
層
位

や
共
伴

の
遺
物
か
ら
み
て
、
奈
良
時
代
の
琴
の
遺
例
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

図4
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板
作
り
の
琴

・
第
二
群
第

幽
種

全
体
が
大
づ
く
り
で
比
較
的
幅
広
く
、
比
し

て
長
さ
の
短
い
形
を
も
ち
、
琴
板
の
表
裏
と
も
平
滑
な
作
り
の
琴
で
あ
る
。

註
(4
)

福
岡
県
春
日
市
辻
田
遺
跡
発
見
第
三
号
琴
が
該
当
す
る

(図
5
)
。

全
長
は
八

一
・
五
飛
ン、
現
存
幅

一
五

・
八
弛
ン、
最
大
の
厚
み
は
二

・
五
弛
ン。
第

一
群
の
諸
例

に
比

べ
、
長
、
幅
、
厚
に
お
い
て
隔
絶

し
た
法
量
を
示
し
て
い
る
。
現
在
、
琴
尾

に
二
本
の
突
起
を
の
こ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
他
の
諸
例
と
同
様
、
六
突
起

で
復
原
す
れ
ば
琴
尾
の
幅
は
二
八
弛
.程
と
な
り
、
琴
の
真
中
で
縦
に
割
れ
現
況
と

な

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

る
。

突
起
は
長
さ
八
弛ン
、

幅
二

・
五
～
三

弛
ン
、
厚
さ
二
弛ン
を
測
る
雄
偉
な
も
の
で
あ
る
。
琴
身
に
は
音
穴
は
存
在
し
な
い
よ

う
で
あ
り
、
絃
を
束
ね
る
絃
も
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
絃
孔
は
失
な
わ
れ
た

一
半
に

存
在
し
た
か
も
し
れ
ず
、
確
認
は
出
来

な
い
。
琴
身
の
幅
に
対
す
る
比
率
の

一
・・

二

・
九
が
示
す
よ
う
に
、
幅
の
広
さ
が
目
に
つ
く
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
報
告
書

で
は
、
本
遺
例
も
琴
の
可
能
性
あ
る
も

の
と
し
て
木
製
品
七
八
八
号
と
編
号
し
て

い
る
。
昭
和
五
三
年
四
月
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
、
調

査
地
の
第
豆
区
の
大
溝
I
B
七
区
第
六
層
上
部
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
弥
生

時
代
後
期
の
遺
例
で
あ
る
。

⊂====フ じ

図5

 

註
(4
)

福

岡

県

春

日
市

辻

田
遣

跡

第

四

号
琴

も

こ

の
種

に
該

当

す

る

か

と

考

え

ら

れ

る

も

の

で
あ

る

(
図

6

)
。

現

存

の
長

さ

四

一
・
二
弛
ン
、
現

存

の
幅

一
七

・
六

弛
ン
、

厚

み

二

.
二
弛
ン
を

は
か

る
。

長

さ

、
幅

を
も

欠
損

し

て

い
る
だ

け

に

旧
規

を
窺

う

こ

と

は

む

つ
か

し

い

の
が

、

の

こ
さ

れ

て

い

る
琴

尾

の
突

起

状

況

か
ら

六
突

起

と

し

図6

 

て
復
原
す
る
な
ら
ば
、

琴
尾
は
三
三
弛
ン幅

と
な
り
、

現
存
の
幅
は
ほ
ゴ
身
の
二

分
の

一
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
全
長
は
い
ま
転

用
後
の
切
断
も
あ

っ
て
た
し
か
め
ら
れ
な
い
が
前
述
の
第
三
号
琴
と

同

様

の
比

率
、
幅

一
に
対
し
長
さ
二

・
九
倍
を
あ
て
は
め
れ
ば
九
五
弛
ン前
後
に
な
る
も
の
と

想
定
さ
れ
る
が
、
な
お
短
い
可
能
性
も
強
い
。
琴
面
は
直
平
に
つ
く
ら
れ
、
現
存

部
分
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
絃
孔
、
音
穴
は
見
ら
れ
な
い
。
絃
を
結
ぶ
突
起
は

側
縁
と
は
区
別
し
て
作
り
出
し
、
長
さ
六
弛
.、
幅
二

・
五
弛
ン、
厚
さ

一
・
八
弛
ン。

断
面
を
楕
円
に
仕
上
げ
る
。
報
告
書
で
は
本
例
を
木
製
品
第
三
二
号
と
編
号
し
琴

の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
昭
和
五
三
年
四
月
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

が
発
掘
調
査
し
て
調
査
地
の
第
H
区
の
大
溝
I
C
8
区
第
六
層
上
部
で
発
見
し
た

も
の
で
あ
る
、
弥
生
時
代
後
期
の
遣
例
で
あ
る
。

板
作
り
の
琴

・
第
三
群
第

一
種

板
作
り
の
琴
の
中
で
形
態
上
、
特
異
性
を
も

つ
琴
で
あ
る
。

註
(5
)

千
葉
県
木
更
津
市
菅
生
遣
跡
発
見
琴
が
該
当
す
る
(図
7
)。
ほ
ゴ
完
全
な
形
を

と
ど
め
る
。
全
長
六
〇

・
九
弛
ン。
全
体
は
羽
子
板
形
の
特
殊
な
形
態
を
も
ち
、
板

作
り
の
琴
の
前

二
群
と
は
異
る
趣
き
を
も

つ
琴
で
あ
る
。
柄
状
の
琴
頭
は
幅
三

・

五
弛
ン。
頭
端
を
丸
く
ま
と
め
、
先
端
近
く
に
矩
形
の
結
孔
を
あ
け
、
側
面
に
小
円

孔
を
穿

っ
て
絃
を
ま
と
め
る
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
琴
尾
幅
は
五

・
三
弛
ソ。
薄
く

作
ら
れ
五
本
の
絃
を
結
ぶ
突
起
を
作
り
出
し
て
い
る
。
琴
頭
の
柄
部
は
断
面
半
円

形
、
ま
た
琴
頭
部
で
も
柄
に
近
い
三
分
の

一
が
断
面
半
円
形
、
琴
央
の
三
分
の

一
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上
部
で
鋭

い
挟
り
を
入
れ
、
琴
尾

へ
次
第

に
薄
く
仕
上
げ
て
い
く
手
法
を
と

っ
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
絃
の
張
ら
れ
る
琴
面
は
平
直
で
あ
る
が
、
裏
面
に
挟
り
を
設

け
弾
く
部
分
を
薄
く
作
り
出
す
わ
け
で
、
先
の
第

一
群
第
二
種
と
し
た
滋
賀
県
高

島
郡
新
旭
町
森
浜
遺
跡
発
見
第

一
号
琴
を
も
共
通
す
る

一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
形
態
が
羽
子
板
状
で
、
頭
部
を
柄
状
に
つ
く
り
、
琴
面
を
ひ
ろ
げ

る
姿
は

ハ
ン
デ

ィ
な
機
能
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
琴
面
は
幅
五

・
三
弛
.、
長
さ
三

八

・
五
弛
ン。
従

っ
て
比
率
は

一
:
七

二
二
と
と
な
り
奈
良
県
天
理
市
布
留
遺
跡
発

見
例
に
近
似
す
る
数
値
を
と

っ
て
い
る
。

多
く
の
例
が
絃
も
繋
ぐ
に
六
突
起
の
制
に
従
う
の
に
対
し
て
本
例
は
五
突
起
で

あ
り
、
ま
た
、
突
起
が
手
許
ほ
ど
長
く
作
ら
れ
る
な
ど
注
目
す
べ
き

一
面
1
前
者

は
福
岡
県
沖
ノ
島
例

に
、
後
者
は
滋
賀
県
森
浜
第

一
号
琴
例
に
共
通
す
る
ー
が
指

摘
で
き
る
。
膝
の
上
な
り
座
の
前
に
置
く
琴
と
は
違
い
、
琴
尾
を
膝
に
あ
て
が
い

全
体
を
た
て
て
奏
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
枚
板
の
作
り
な
が
ら
、
突
起
や
絃
を
ま
と
め
る
孔
な
ど
の
構
造
を
具
え
た
進
展

の
著
し
い
重
要
な
遺
例
で
あ
る
。
板
作
り
の
琴
の
第

一
・
二
群
か
ら
は
単
純
に
導

き
出
す
こ
と
の
む
つ
か
し
い
形
態
を
も
ち
、
系
譜
上
、
別
箇
の
流
れ
を
作
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
八
年
、
国
学
院
大
学
を
主
と
す

る
菅
生
遺
跡
調
査
団
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
溝
の
中

へ
流
入
し
た
状
況
で
発
見
さ

れ
た
。
層
位
や
伴
出
し
た
遺
物
か
ら
見
て
古
墳
時
代
後
期
に
属
す
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

一
枚
の
板
作
り
の
琴
と
対
照
に
な
る

い
ま

一
つ
の
流
れ
の
琴
が
あ
る
。
槽
ー
共

鳴
槽
を
と
り

つ
け
た
構
造
琴
と
も
呼
ぶ
べ
き
複
雑
な
形
の
琴
で
あ
る
。

槽
作
り
の
琴

・
第

一
群
第

一
種

長
大
な
板
材
を
琴
板
と
し
、
別
作
り
の
槽
を

条
溝
な
り
、
懊
孔
、
紐
と
じ
孔
で
も

っ
て
繋
縛
す
る
琴
で
あ
る
。

註
(4
)

福
岡
県
春
日
市
辻
田
遣
跡
発
見
第

一
号
琴
が
該
当
す
る

(図
8
)。

長
さ

一
四

八

・
四
弛
ン、
琴
尾
は
幅
二
九

・
四
弛
ン
、
琴
央
部
は
幅
二
六

・
三
孜
ン、
琴
頭
は
幅

一

九

・
三
弛
ン
と
三
段
に
な
り
、
琴
尾
の
長
さ
は
七
〇
孜
ン、
琴
央
部
は
長
さ
五
〇
弛ン
、

琴
頭
の
長
さ
は
二
五

・
五
弛
ン
、
琴
央
の
幅
は
五

一
弛
ン、
琴
尾
の
長
さ
は
七
二
弛ン
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
琴
尾
が
長
く
幅
広
く
、
琴
央
琴
頭
と
三
段
に
小
さ
く
な
り
、
厚

み
も
二
孜
ンか
ら

一
・
八
弛
ン
と
薄
く
な
る
。
琴
尾
の
突
起
は
六
本
で
長
さ
四

・
五
弛ン

前
後
、
比
較
的
幅
も
等
し
く
、
挟
り
の
間
隔
も
等
し
い
美
し
い
絃
結
び
の
姿
を
示

し
て
い
る
。
両
側
の
突
起
は
琴
面
側
縁
を
削
り
出
す
な
ど
、
板
作
り
の
琴
の
突
起

の
通
例
と
は
異
る

一
面
も
見
せ
て
い
る
。
琴
面
に
は
琴
頭
と
琴
央
の
境
に
⊥
字
の

絃
孔
が
穿
た
れ
、
ま
た
琴
央
と
琴
尾
の
境
に
音
穴
の
円
孔
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

絃
孔
は
琴
軸
と
直
交
し
て
長
さ
六

・
五
弛.
、
幅
○

・
二
～
○

・
六
袖
ン
の
細
長
い
孔

を
あ
け
中
央
に

一
・
七
弛
ン
の
切
り
こ
み
を
琴
頭
に
む
け
切

っ
て
い
る
。
音
穴
は
径

二

・
二
独
.
、丁
重
な
円
孔
で
あ
る
。
こ
の
琴
に
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
槽
は
、琴
板

裏
面
の
条
溝
や
六
ケ
の
小
孔
に
よ

っ
て
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
裏
面
の
条
溝

は
、
側
縁
に
平
行
し
て
二
条
み
ら
れ
、

一
条
は
九
五
弛
ン、
い
ま

一
条
は
九
八
弛ン
の

長
さ
、
そ
れ
ぞ
れ

一
・
五
ー
二

・
五
弛
ン
、
幅
○

・
九
弛
ン
の
深
さ
で
掘
り
溝
の
磯
板

の
嵌
め
こ
み
に
資
し
て
い
る
。
二
条
の
溝
の
間
と
二
条
の
溝
の
首
尾
か
ら

=
二
弛ン

つ

つ
入

っ
た
間
、
七

一
弛
ン
の
範
囲
内
も
○

・
三
弛
ン程
全
面
に
削
り
琴
板
を
薄
く
し

て
い
る
。
こ
の
範
囲
が
共
鳴
槽
の
規
模
で
あ
ろ
う
が
、
共
鳴
槽
部
分
も
薄
く
仕
上

げ
、
そ
の
中
央
よ
り
や
や
琴
尾
よ
り
に
音
穴
を
設
け
る
な
ど
音
響
の
調
整
に
著
し

い
配
慮
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
構
造
か
ら
す
れ
ば
共
鳴
槽
の
規
模
は
、
内
法
長

さ
七

一
弛ン
、
幅

一
五

・
五
弛ン
程
、
両
磯
板

の
厚
み
は
二
弛
.前
後
、
小
口
嵌
板
が
両

磯
板
の
内
側
九

一
弛
ンの
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る

の

で

あ
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る
。
琴
板
と
共
鳴
槽

の
接
合
に
は
、
琴
板
の
各
側
縁
に
見
ら
れ
る
二
孔
つ

つ
ニ
ケ

所
、
計
四
孔
と
中
央

の

一
小
孔
が
そ
の
用
に
供
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら

れ

て

お

り
、
各

二
孔
は
磯
板
を
八
字
形
に
懊
か
木
釘
で
打
ち
繋
接
す
る
形
、

一
孔
は
槽
内

側
に
む
く
よ
う
打
ち
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
二
孔

一
対
の
繋
孔
な
ど
に
懊
な
ど
を
用
い
ず
樹
皮

で
も

っ
て
磯
板
と
接
ぐ
こ
と
も
後
述

の
服
部
遺
跡
発
見
琴
か
ら
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
槽
の
規
模
な
り
接
嵌
の

手
法
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
位
置
で
あ
る
。
槽
は
琴
頭
端
、
琴
尾
端

か
ら
と
も
に
三
八
弛
。
の
位
置
に
小
口
板
内
面
が
く
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、

一 塞

唱

琴
面
の
正
し
く
中
央

へ
位
置
が
定
め
ら
れ
、
琴
頭
の
全
て
は
槽
外
に
、
ま
た
琴
尾

の
二
分

一
も
槽
外
に
出
て
お
り
、
そ
の
上
、
槽
の
磯
板
が
琴
板
の
側
縁
よ
り
内
側

に
平
行
し
て
配
置
さ
れ
る
だ
け
に
琴
縁
も
槽
外
に
出
る
こ
と
と
な
り
、
小
形
の
槽

の
上
に
大
き
な
琴
板
を
の
せ
る
と
い
う
注
口
す
べ
き
形
態
を
と
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
整
正
な
規
矩
と
「
・重
な
配
慮
が
ゆ
き
わ
た
る
琴
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し

た
事
実
は
木
棺
同
様
、
磯
板
を
溝
に
嵌
め
こ
む
技
法
を
と
る
こ
と
と
相
侯

っ
て
古

い
琴
形
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
琴
は
モ
ミ
属
の
樹
種
か

ら
選
材
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
三
年
実
施
し
た
発
掘
調
査

1

-

000000

図8
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に
よ
り
調
査
地
の
第
亜
区
の
大
溝
I
B
七
区
第
六
層
上
部
で
発
見
し
た
も
の
で
あ

る
。
層
位
や
伴
出
の
遺
物
か
ら
弥
生
時
代
後
期
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

註
(4
)

福
岡
県
春
日
市
辻
田
遺
跡
発
見
第

二
号
琴
も
こ
の
種
に
該
当
す
る
(図
9
)
。
発

見
の
時
点
で
は
全
長

一
層
、
琴
尾
幅
三
三
弛ン
、
厚
み
は
側
縁
で

一
・
五
弛。
、
内
側

で
○

・
八
弛
ン
を
は
か
り
、
琴
尾
は
琴
頭

よ
り
や
や
幅
広

い
形
態
を
も

っ
て
い
た
と

い
う
。
脆
弱
で
現
在
は
損
壊
が
著
し
い
。
た
だ
、
現
存
す
る
琴
尾
の
突
起
か
ら
六

突
起
を
も

つ
琴
と
し
て
幅
を
求
め
る
な
ら
ば
二
八
飛
ン
の
琴
尾
幅
が
復
原
さ
れ
、
全

長
も
現
存
長
の
八
七
弛
ン
の
内
に
は
琴
尾

の
槽
繋
孔
の
み
が
見
ら
れ
琴
頭
の
そ
れ
が

ま
だ
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
琴
頭
の
槽
繋
孔
は
琴
頭
端
か
ら
琴
尾
の
槽
繋
孔
と

同
様
三
二
孜
ン以
上
の
間
隔
を
も

つ
で
あ

ろ
う
こ
と
か
ら
推
測
し
、
恐
ら
く
は

一
二

〇
狸
ン以
上
の
全
長
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
先

の
辻
田
遺
跡
発
見
第

一
号
琴
と
同
じ
比
率
-
幅
と
長
さ
の
比
が

一
:
五
ー
を
与
え

る
な
ら
ば

一
四
〇
弛
ン前
後
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
る
。
現
存
す
る
絃
を

結
ぶ
突
起
は
側
縁
と
は
区
別
し
て
作
り
出
し
先
端

へ
尖
り
を
つ
く
る
丁
重
な
も
の

で
長
さ
七
抽
ン、
幅
二

・
二
弛
ン、
厚
み

一
・
八
弛
ン。
琴
面
に
は
音
穴
や
絃
孔
は
見
ら

れ
ず
、
側
縁
に
沿
い
槽
を
繋
な
ぐ
並
置
さ
れ
た
二
孔
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
槽
繋

孔
は
幅
さ
○

・
八
弾
ン、
長
さ
三
弛
ン
で
槽

の
磯
板
に
垂
直
に
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
の

槽
繋
孔
は
琴
尾
よ
り
二
八
-
三

一
弛
ン琴
央
よ
り
、
側
縁
か
ら
も
四
弛
ン内
側
に
位
置

し
て
お
り
、
先
の
辻
田
遺
跡
発
見
第

一
号
琴
の
槽
繋
孔
が
槽
磯
板
の
端
に
あ
る
こ

と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
本
槽
の
場
合
も
槽
の
磯
板
は
琴
の
頭
、
尾
両
端
よ
り
二
六

弛
ン前
後
の
位
置
に
ま
で
し
か
な
く
小
口
板
は
よ
り
内
側
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
恐
ら
く
小
さ
い
槽
上
に
、
大
き
な
槽
板
を
の
せ
、
条
溝
こ
そ
欠
く
も
の
の
樹

皮
な
り
襖
な
ど
で
槽
を
繋
縛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同

一
遺
跡
で
形
態

・
繋
縛
技

法
の
ち
が

い
は
あ
る
も
の
の
、
小
さ
い
槽
、
大
き
い
琴
板
と
い
う
共
通
性
が
指
摘

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
種
の
遣
例
が
福
岡
県
辻
田
遺
跡
の
二
例
の
み
で
あ

る
現
状
か
ら
普
遍
的
な
在
り
方
を
示
す
か
否
か
は
今
後
の
資
料
の
増
加
を
ま
た
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
琴
の
発
展
系
列
を
考
え
る
上
で
は
十
分

一
つ
の
種
を
成
り
た
た

せ
る
例
示
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
琴
板
の
樹
種
は
ス
ギ
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

五
三
年
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
第
五
区
の
大
溝

I
B
八
区
の
第
六
層
上
部
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
後
期
に
属
す
る
琴
で
あ

る
。槽

作
り
の
琴

.
第

一
群
第
二
種

長
大
な
板
材
を
琴
板
と
し
、
別
作
の
同
規
の

槽
を
繋
縛
孔
で
も

っ
て
繋
縛
す
る
琴
で
あ
る
。

滋
賀
県
守
山
市
服
部
遺
跡
発
見
琴
が
該
当
す
る
(図
10
)
。
現
存
の
長
さ

一
一
八

弛
ン、
琴
尾
の
幅
は
二
九
弛
ン、
厚
さ

一
・
五
弛
ン
を
は
か
る
。
長
さ
は
そ
の
形
状
や
繋

縛
孔
の
位
置
か
ら
見
て

一
五
〇
弛
ン前
後
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
長
大
な
も
の
で

あ
る
。
琴
尾
に
は
側
縁
を
削
り
明
確
に
作
り
出
し
た
六
本

の
突
起
が
あ
り
、
両
端

の
二
本
が
大
き
く
、
間
の
四
本
が
小
さ
く
同
形
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
琴
面
は
直

平
で
あ
り
、
他
例
と
同
様
、
琴
面
に
反
り
や
曲
り
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
見
ら

れ
な
い
。
本
琴
の
最
も
重
要
な
所
見
は
、
琴
面
に
結
縛
さ
れ
た
槽
部
を
発
見
し
た
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事
実
で
あ
る
。
槽
は
琴
尾
端
か
ら
六
〇
弛。
前
後
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
凹
字
形
断
面

の

一
木
作
り
で
あ
る
。
磯
の
高
さ
は
九
弛
ン、
琴
面
の
厚
み
は

一
・
五
袖
ンと
さ
れ
る

か
ら
琴

の
側
縁
の
高
さ
は

一
〇

・
五
弛
ン程
で
あ
る
。
槽
の
両
側
縁
ー
磯
の
先
端
は

長
く
太
く
削
り
出
さ
れ
た
突
起
と
な

っ
て
お
り
、

一
見
木
棺
や
石
棺
の
縄
掛
け
突

起
に
似
た
作
り
と
な

っ
て
い
る
。
琴
尾

の
両
端
の
絃
を
結
ぶ
特
に
太
い
突
起
と
対

に
な

っ
て
い
る
が
、
結
縛
な
ど
は
し
て
い
な
い
。
槽
底
は
琴
面
に
む
か

っ
て
も
り

上
り
轡
曲
し
て
い
る
が
、
土
圧
に
よ
る
変
形
で
あ
る
の
か
琴
本
来
の
形
態
で
あ
る

か
は
断
定
し
え
な
い
。
琴
尾
で
は
琴
面
と
槽
が
結
縛
さ
れ
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
も

の
の
磯
板
が
開
き
気
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
本
来
の
形
で
は
な
い
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
琴
面
の
側
縁
に
そ
い
、
現
在
細
長
い
小
孔
が

一
孔
ず

つ
琴
尾
、
琴
央

に
穿
た
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
琴
頭
に
も
な
お

一
孔
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
槽
の
両
側
縁
-
磯
に
も
琴
面
と
同
じ
位
置
に
対
応
し
て
外
か
ら
槽
内
に

穿

っ
た
細
長
い

一
孔
が
あ
り
、
桜

の
樹
皮
で
吊
り
結
び

状

に

結

縛
し
、
琴
板
と

槽
を
固
定
し
て
い
る
。
本
例
の
発
見
に
よ
り

「槽
作
り
の
琴

・
第
二
群
」
の
各
例

に
見
ら
れ
る
琴
面
側
縁
の
小
孔
の
機
能
が
明
確
に
な

っ
た

の

で
あ
る
。
な
お
、

槽
の
小
口
面
は
、
外
底
か
ら
斜
め
に
削
り
、
船
底
状
に
面
取
り
し
て
い
る
。
琴
尾

の
槽
端
に
あ

っ
て
槽
尾
を
塞
ぐ
小
ロ
ー
小
口
板
は
、
琴
面
と
槽
が
厳
重
に
結
縛
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

残
存
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
痕
跡
を

と
ど
め
て

い
な

い
。
離
脱
し
た
と
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
る
が
、
槽
底
が
轡
曲
し
磯
が
外
方
に
ひ

ら
く
こ
と
を
も
考
え
合
せ
れ
ば
元
来
小
口
板
が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
も
想
定
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第

一
群
第

一
種
と
し
た
辻

田
遣
跡
の
二
例
の
琴
に
く
ら

べ
、
槽
が
琴
面
と
同
規
で
あ
り
、
固
定

・
結
縛
に
工

夫
が
見
ら
れ
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、
発
展
が
た
ど
れ
る
の
で
あ
る
。
本
例

は
、
方
形
周
溝
墓
の
溝
中
に
他
の
組
物
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
あ

っ
た
も
の
で

あ
り
、
琴
尾
を
溝
底
に
、
琴
面
を
周
溝
の
斜
面
に
の
せ
て
発
見
さ
れ
、
従

っ
て
琴

頭
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
琴
面
が
傭
い
て
発
見
さ
れ
た
た
め
琴
柱
四

点
が
共
伴
す
る
と
い
う
僥
幸
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
な
出
土
位
置
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
絃

へ
の
配
置
な
ど
も
復
原
さ
れ
、
ひ
い
て
は
方
形
周
溝
墓
に
斉
ら
さ

れ
る
直
前
の
琴
柱
を
め
ぐ
る
調
律
の
世
界
が
息
づ
く
の
で
あ
る
。
琴
は
方
形
周
溝

墓
の
形
状
や
他
の
遣
物
か
ら

見
て
古
墳
時
代
中
期
に

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。槽

作
り
の
琴

・
第

一
群
第
三
種

長
大
な

一
材
で
も

っ
て
琴
板
と
磯
板
を
作
り

出
し
、
小
口
、
槽
底
を
別
材
で
作
り
繋
縛
す
る
琴
で
あ
る
。

註
(7
)

福
岡
県
宗
像
郡
沖

ノ
島
第
五
号
祭
祀
遣
構
発
見
の
雛
形
金
銅
製
五
絃
琴
が
該
当

す
る
(図
11
)
。
琴
尾
の
突
起
を
失
う
た
め
全
長
は
不
明
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
琴
尾
辺

を
と
ど
め
て
い
る
の
で
旧
規
を
窺
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
琴
尾
よ
り
琴
頭
ま
で

の
現
存
の
長
さ
は
二
七

・
一
弛
ン、
琴
尾
幅
五

・
八
弛
ン、
頭
幅
六

・
五
弛ン
を
測
る
。

琴
面
は
平
直
で
最
も
帽
広
い
琴
尾
か
ら
次
第
に
幅
を
減
じ
、
琴
尾
よ
り

一
九

・
五

独
.
の
所
ま
で
く
る
と
最
も
狭
く
な
り
、
こ
の
位
置
ま
で
を
槽
と
し
、
琴
頭
よ
り
に
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龍
角
を
と
り

つ
け
て
い
る
。
こ
の
位
置

か
ら
琴
面
は
急
に
擁
形
に
大
き
く
開
き
、

琴
頭
は
ゆ
る
や
か
な
孤
を
描
く
。
側
面
ー
磯
は
琴
面
の
金
銅
板
を
折
り
曲
げ
て
作

り
高
さ
○

・
八
弛
ン
を
測
る
。
槽
は
、
琴
面
か
ら
折
り
曲
げ
ら
れ
た
磯
の
下
部
に
槽

底
の

一
枚
板
の
金
銅
板
を

は
り
鋲
留
め

技
法
で
固
定
、

槽
を

形
作

っ
て
い
る
。

琴
面
の
両
側
縁
辺
と
底
板
両
縁
辺
に
三
ケ
所
ず

つ

一
鋲
が
見
ら
れ
る
の
は
鋲
留
の

技
法
の
表
現
で
あ
る
。
本
例
の
よ
う
に
琴
面
と
磯
を

一
材
で
作
り
別
材
の
槽
底
を

あ
て
が
い
槽
を
つ
く
り
出
す
例
は

前
代
に
は
な
く
、

む
し
ろ

正
倉
院
所
蔵
の
諸

琴
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
槽
の
小

口
は
底
板
の
金
銅
板
を
折
り
曲
げ
て
小
口

を
塞
ぐ
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
龍
角
は
、
琴
央
に
兜
形
の
飾
り
を
表
わ
し
た

一
枚
の
金
銅
板
を
山
形
に
折
り
、
尾
部
を
二
鋲
、

頭
部
を

一
鋲
で
か
し
め

琴
面

に
と
り
つ
け
て
い
る
。
山
形
に
な

っ
た
稜
頂
に
は
五
絃
の
絃
を
受
け
る
た
め
の
絃

孔
が
五
ケ
所
に
並
列
し
て
あ
け
ら
れ
、
琴
面
に
も
あ
け
ら
れ
た
五
孔
と
重
な
り
合

う
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
本
琴
は
祭

料
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
来

木
製
の
琴
で
あ

っ
た
の
を
雛
形
と
し
て
小
形
に
、
材
も
金
銅
製
に
置
き
換
え
て
作

り
奉
献
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
旧

の
規
模
は
確
定
し
え
な
い
も
の
の
長
さ
二

七

・
一
弛
ン、
琴
尾
幅
五

・
八
弛
ンと
い
う
法
量
は
、
五
分
の

一
な
り
六
分
の

一
の
雛

形
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
琴
を

一
層

特
色
ず
け
る
の
は
、
琴
自
体

の
発
見
に
と
ど
ま
ら
ず
五
点
の
琴
柱
が
伴

っ
て
い
る

事
実
に
あ
る
。
遣
跡
は
半
岩
陰
、
半
露
天
と
い
っ
た
祭
祀
の
場
で
あ
り
、
共
伴
し

た
金
銅
製
容
器
類
、
雛
形
金
銅
製
紡
織
機
具
な
ど
金
色
鮮
や
か
な
遺

品

か

ら

見

て
、
ま
た
そ
れ
ら
が
伊
勢
神
宮
や
古
社
の
も
の
と
共
通
す
る
面
が
多
い
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
し
て
、朝
廷
、な
い
し
は
極
め
て
優
れ
た
貴
紳
の
手
に
な
る
奉
賓
の
品
で

あ
る
こ
と
、
祭
祀
の
品
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
琴
が
形
態
上
、

伊
勢
神
宮
の
鴫
尾
琴
に
近
い
と
説
か
れ
る
の
も
そ
う
し
た
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
興

味
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。琴
面
か
ら

一
材
で
作
り
出
さ
れ
る
磯
、丈
の
低

い
磯
と

い
っ
た

一
面
や
、
槽
か
ら
大
き
く
出
た
琴
頭
と
そ
の
美
し
い
形
、
龍
角
の
誕
生
、

五
絃
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ま
さ
に
新
し
い
動
き
が
こ
の
琴
に
は
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
前
代
の
遺
制
を
ひ
き

つ
ぎ

つ
つ
、
正
倉
院
蔵
の
諸
琴
に
至
る
道
程
を
見
事

に
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
琴
は
伴
出
の
諸
遺
品
か
ら
見
て
、
七
世
紀
末
葉

か
ら
八
世
紀
初
葉
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

槽
作
り
の
琴

・
第
二
群
第

一
種

幅
は
広
く
丈
の
短
い
琴
板
に
、
別
作
り
の
同

規
の
槽
を
繋
縛
す
る
琴
で
あ
る
。
長
大
な
槽
作
り
の
琴
と
区
別
さ
れ
る
。

註
(2
)

滋
賀
県
守
山
市
赤
野
井
遺
跡
発
見
琴
が
該
当
す
る
。
長
さ
七

一
・
五
弛
.、
厚
○

・
八
弛
ンを
測
る
。
琴
尾
の
幅
は

一
四

・
七
弛
ンが
残
存
し
、
四
本
の
突
起
を
見
る
。

六
本
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
二
九
弛
ン幅
と
な
り
、
幅
と
長
さ
の
比
は

一
～
二
・
五
と

な
る
。
突
起
は
端
の
も
の
が
最
も
大
き
く
作
ら
れ
て
い
る
。
琴
面
は
平
直
で
裏
面

も
同
様
で
あ
る
。
琴
面
の
側
縁
に
そ
い
、
琴
頭
、
琴
央
、
琴
尾
の
三
ケ
所
に
細
長

い
小
孔
が
二
孔
ず

つ
並
ん
で
穿
た
れ
て
い
る
。
孔
の
中
に
は
桜
の
樹
皮
が
の
こ
さ

れ
て
お
り
、
槽
の
磯
部
を
こ
の
小
孔
を
通
じ
て
結
縛
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
槽
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
孔
の
位
置
か
ら
見
て
琴
面
と
同
規
の
作
り

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
小

口
板
な
ど
に
つ
い
て
は
語
り
え
な
い
。
現
存
の

琴
面
に
は
絃
孔

・
音
穴
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
発
掘
調
査

に
よ
り
溝
申
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
古
墳
時
代
中
期
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
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て
い
る
。

註
(2
)

滋
賀
県
高
島
郡
新
旭
町
森
浜
遺
跡
発
見
第
二
号
琴
も
こ
の
種
に
該
当
す
る

(図

12
)。

長
さ
五
二

・
三
弛
ン、
厚
さ

一
・
一
弛
ン。
い
ま

一
側
縁
を
失
い
幅
は
確
定
で

き
な
い
が
琴
尾
に
三
本

の
絃
を
結
ぶ
突
起
を
の
こ
し
て
お
り
、
現
存
幅

一
〇
弛
ンを

は
か
る
と
こ
ろ
か
ら
六
本

の
突
起
と
し
て
復
原
す
れ
ば
琴
尾

の
幅
は

一
九
弛
ン程
と

な
り
、
幅
と
長
さ
の
比
は

一
:
二

・
七
五
と
な
る
。
突
起
は
外
端

の
も
の
が
最
も

太
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
絃
孔
や
音
穴

な
ど
は
現
存
の
琴
面
に
は
見
ら
れ
な
い
。

琴
面
は
平
直
に
作
ら
れ
、
裏
面
に
は
側
縁
に
そ
い
琴
尾
か
ら
二
、
三
弾ン
に
わ
た
り

○

・
六
弛
ン
の
縁
が

一
段
高
く
つ
く
り
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
側
縁
に
そ

い

三

ケ

所
、
長
方
形
の
繋
縛
孔
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
琴
尾

・
琴
央
に
は

一
孔
、
琴
頭
に

は
並
列
す
る
二
孔
が
穿
た
れ
、
琴
央
の

一
孔
に
は
別
材

の
木
質
が
の
こ
さ
れ
て
お

り
、
繋
縛
固
定
の
た
め
の
喫
な
り
磯
板

に
つ
く
ら
れ
た
出
柄
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
現
在
、
槽
部
は
失
な
わ
れ
て

い
る
で
、
結
縛
孔
の
状
況
な
ど
か
ら
推
測

す
れ
ば
、
琴
面
と
同
規
の
槽
が
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
昭
和

五
二
年
滋
賀
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
り
琵
琶
湖
岸
の
低
湿
地

か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
古
墳
時
代
中
期
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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註
(2
)

滋
賀

県

高

島

郡
新

旭

町

森

浜
遺

跡

発

見
第

三
号

琴

も

こ
の
種

に

属

す

る

(図

13

)
。

長

さ

五

二

・
圧
弛
ン
、
厚

み

一
・
七
弛
ン
。

い
ま

一
側

縁

も

失

い
幅

一
二

・
七

弛
ン
が

の

こ

さ

れ

て

い
る

。

現
在

、

三
本

の
突

起

を

の

こ

し

て

い
る

が

六
本

の
突

起

と

し

て
復

原

す

る

な

ら

ば
琴

尾

の

幅

は

二

四

・
八
弛
、
程

と

な

る
だ

ろ

う

。
幅

と
長

さ

の
比

は

一
:
二

・

一
と

な

ろ

う

。
外

端

の

一
突

起

の

み

が
長

く

太

く

つ

く

ら

れ

、
次

第

に

短

く
細

く

な

る

よ

う

で

あ

る

。
琴

面

は
直

平

で

あ

り

、
絃

孔

や
音

穴

図13

 

は
現
存

の
琴
面
に
は
見
ら
れ
な
い
。
琴
面
の
裏
面
中
央
部
が
僅
か

に
挟

ら

れ
、

○

・
九
弛
ン
の
厚
み
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
音
響
の
効
果
を
考
え
て
の
仕

事
で
あ
ろ
う
。
琴
面
側
縁
に
そ
い
三
ケ
所
に
細
長
い
孔
が

一
孔
ず

つ
穿
た
れ
て
い

る
。

一
線
上
に
連
な
る
だ
け
に
、

一
木
作
り
の
断
面
凹
字
状
の
槽
を
と
り

つ
け
る

た
め
の
配
慮
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。
こ
の
琴
は
昭
和
κ
二
年
、
滋
賀
県
教
育
委

員
会
が
調
査
を
実
施
し
た
際
、
発
見
し
た
も
の
で
琵
琶
湖
の
低
湿
地
で
の
検
出
で

あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
L
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
顕
現
し
た
琴
の
全
て
で
あ
ろ
、
私
見
は
、
分
類
群

別
の
基
準
と
編
年
配
列
の
過
程
で
.小
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
板

作
り
の
琴
、
槽
作
り
の
琴
が
相
互
に
関
連
し
合
い
絡
み
合
い
な
が
ら
展
開
し
て
い

く
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
根
幹
と
も
い
う
べ
き
基
本

形
を
護
り

つ
づ
け
る
琴
の

一
群
と
、
そ
こ
か
ら
岐
れ
出
た
枝
葉
と
で
も
い
う
べ
き

形
を
生
み
出
す
琴
の

一
群
が
板
作
り
の
琴
、
槽
作
り
の
琴
を
問
わ
ず
存
在
す
る
こ

と
も
ま
た
浮
び
上
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
を
彩
る
板
作
り
の

琴
、
槽
作
り
の
琴
を
記
し
え
な
か
っ
た
が
、
実
物
の
発
見
こ
そ
未
だ
な
い
も
の
の

埴
輪
琴
や
埴
輪
弾
琴
像
の
膝
に
見
る
琴
か
ら
そ
の
姿
を
恒
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
琴
の
流
れ
の
い
き
つ
く
整
美
な
姿
と
し
て
奈
良
時
代
の

華
ひ
ら
く
正
倉
院
所
蔵
の
諸
琴
の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。
琴
と
い
う

一
つ
の
文



水野:日 本古代琴資料集成49

物
に
か
く
も
多
く
の
語
り
を
も
ち
え
た
今
日
の
考
古
学
に
学
び
う
る
幸
せ
を
い
ま

私
は
か
み
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

文

献

註

(
1
)

日
本
考
古
学
協
会
編

『
登
呂

・
本
編
』

(
日
本
考
古
学
協
会
昭
和

二
九
年
刊
)

註

(
2
)

兼
康
保
明

「
古
代

の
琴
-
森
浜
遺
跡
出
土
な
ど
の
遺
品
を
め
ぐ

っ
て
」

(第

一

法
規
出
版
株
式
会
社

『
月
刊
文
化
財
』

一
九
七
七
年

一
〇
月
号
)

註

(
3
)

生
田
紀
明

「
布

留
遺
跡
だ
よ
り
e

や
ま
と
琴
」

(道
友
社

『
天
地
』

第
二
巻

第

七
号

昭
和

五
四
年
刊
)

註

(
4
)

福
岡
県
教
育
委
員
会

『
山
陽
新
幹
線
関
係

埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告

・
第

一
二

集
』

(
福
岡
県
教
育
委
員
会

昭
和

五
四
年
刊
)

註

(
5
)

菅
生
遺
跡
調

査
団

『
上
総
菅
生
遺
跡
昭
和

四
七
年
度
第

一
期
調
査
速
報
』

(木

更
津
市
教
育
委
員
会
昭
和
四

八
年
刊

)
。
大
場
磐
雄

「
菅
生
遺
跡
の
や
ま
と
ご
と
」

上

・
下

(萩
書
房

『
ど
る
め
ん
』
第

一
・
二
号

昭
和
四
九
年
刊

・
の
ち

『
大
場

磐
雄
全
集
』
第

巻

に
所
収
)

註

(6
)

大
橋
信
弥

「
服
部
遺
跡
発
見
の
琴
」

(
服
部
遺
跡
調
査
会

『
波
登
里
』
第

七
号

昭
和

五

一
年
刊
)
、
及
び
註
(
2
)

註

(7
)

宗
像
沖

ノ
島
遺
跡
調
査
団

『
宗
像

・
沖

ノ
島
』

(吉
川
弘
文
館

、
昭
和

五
四
年

刊

)



奈 良 大 学 紀 要 第8号

弥

生

時

代

後

期

古

墳

時

代

中

期

〃

後

期

自

鳳

奈
良
～
平
安
時
代

板作 りの琴

第1群 第1種(
登呂)

盲

第2群

第1種
(辻田)

11

第1群 第2種

"

55

(森浜) (葭池北)

第3群
第1種
(菅生)

謹わ3
)

第

留

群

布(
1第

槽作 りの琴

第 ユ群 第2種

(川{部) 第2群 第1種

(森浜)

(赤野井)

0

0204060

(森浜)

ロ ロ

L」
80cm
1

自

第 ユ群第3種
(沖ノ島)
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